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「80 年代こども大図鑑」

出版社／宝島社

　当時子どもだった僕には、
とても懐かしいおもちゃな
どが紹介されています。ゲー
ムウオッチやファミコン、
ガンプラなど爆発的大ヒッ
トになっていましたね。自由研究で使った青と赤
の謎の液体と注射器がついた昆虫採取セットなん
てものも…　　　　　　　　　　　（Ｍ・Ｓさん）

「ヤクーバとライオン　

　　　　　　　Ⅰ勇気」

ティエリー・デデュー／著

　この絵本のテーマは「勇
気」。そのテーマにふさわし
く真っ黒く力強い線で描か
れた絵。「いのち」を考え、
本当の「勇気」とは何かを問いかけています。
　大人から子どもに読み継いでほしい一冊です。
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■ この他にも新刊を用意しています。ぜひご来館ください。

図書館員のオススメ

なぜアメリカは日本に二発の原発を落としたのか
　　　　　　　　　　　　　　　　／日高義樹
金メダリスト考えた世界一の腰痛メソッド　　
　　　　　　　　　　　　　　　　／清水宏保
怒る犬　　　　　　　　　　　　／黒田征太郎
50℃洗い　鮮度再生！旨みＵＰ 　 ／平山一政

歩き続けよう　手と足のない私にできること　
　　　　　　　　　　　　　　　　／佐野有美
短篇五芒星　　　　　　　　　　／舞城王太郎
冥土めぐり　　　　　　　　　　／鹿島田真希
ハローグッバイアイラブユー
　　　　　　　／パメラ・バウワー・ミュラー

うつ病治療常識が変わる（宝島新書）　
　　　　　　　　　　　　　　／ＮＨＫ取材班
ホントは怖い英国王室残酷物語（歴史新書）　
　　　　　　　　　　　　　　　／渡辺みどり
同心の鑑（講談社文庫）　　 　　　／早見　俊
夏の狙撃手（光文社文庫）　　　　／鳴海　章

バナナマンばあば　　　　　　　　／林　木林
どんなときでも　　　　　　　／エマ・ドッド
青い鳥文庫ができるまで　　　　／岩貞るみこ
足利尊氏（コミック版日本の歴史）／加来耕三

〜 お知らせ 〜

　鹿追町図書館では、定期的に絵本や紙芝居
の読み聞かせを行っています。毎月第１・３
水曜日には、ボランティアサークル「もみじ」
さんによる“おはなし会”。毎月第２・４土曜
日には、図書館職員による“おはなしどんどん”
があります。自分で読むのとはまた違う楽し
さがあります。一度遊びに来てください。
■ 10月の予定
・おはなし会：３日・17日　
　　　　　　　　　　午前10時30分〜 11時
・おはなしどんどん：13日・27日
　　　　午前10時〜 11時、午後２時〜３時
　どちらも図書館内カウンター横、絵本の部
屋にて行っています。

〜調べもの、探しもの、お手伝いします〜
　図書館利用者が学習・研究・調査を目的と
して必要な情報・資料などを求めた際に、図
書館員が情報そのものあるいはそのために必
要とされる資料を検索・提供・回答すること
によって助ける業務のことを「レファレンス
サービス」といいます。
　鹿追町図書館でも、できる限りのお手伝い
をします。お気軽に声をおかけください。

〜 レファレンスサービス 〜

秋
風
が
吹
く
と
、
な
ぜ
だ
か
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腹
が
空
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。
辺
り
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見
渡
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真
っ
赤
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熟
し
た
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や
、
川
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は
湖
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ら
丸
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と
太
っ
た
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や
っ
て
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い
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。
ど
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も
お
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し
そ
う
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も
の
ば
か
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大
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べ
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ヒ
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。
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し
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。

　

野
生
動
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本
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で
秋
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恵
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を
体
に
蓄
え
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来
た
る
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し
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冬
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え
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す
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冬
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遠

く
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を
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け
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え
る
た
め
で
も
あ
り
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広
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樹
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落
と

す
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ネ
ズ
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拾
い
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エ
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野
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ズ
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に
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め
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ち
帰
っ

た
り
、
一
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で
も
多
く
の
ド
ン
グ

リ
を
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保
し
よ
う
と
せ
わ
し
な
く

走
り
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て
い
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
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も
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前
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く
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け
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ド
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べ
ま
す
。
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
食
べ

ま
す
。

　

然
別
湖
畔
や
山
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暮
ら
す
ナ
キ

ウ
サ
ギ
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草
を
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っ
て

は
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
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を
作
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い

る
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で
す
。

　

草
場
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ら
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に
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ま
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た
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作
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む
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あ
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し
い
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し
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う
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が
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
す
。
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ス
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ウ
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ギ
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紅
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黄
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を
透
か
し
て
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し
込

む
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光
が
優
し
く
降
り
注
ぎ
ま
す
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川
の
畔あ
ぜ
の
紅
葉
を
映
し
た
か
の

よ
う
に
お
腹
の
色
を
真
っ
赤

に
染
め
た
そ
の
姿
、
然
別
湖
に
注

ぐ
ヤ
ン
ベ
ツ
川
に
は
、
湖
を
回
遊

し
て
い
た
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ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
（
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シ
ョ
ロ
コ
マ
の
亜
種
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が
、
産
卵

の
た
め
に
遡そ

じ
ょ
う上
し
て
い
ま
す
。

　

落
ち
葉
の
香
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を
ま
と
っ
た
川

霧
が
静
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の
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を
作
っ
て
い
ま

す
が
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ま
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目
を
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る
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生
ま
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故
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の
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流
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ろ
う
と
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た
く
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し
い
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の
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。
静
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に
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を
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つ
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と

は
対
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的
な
躍
動
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た
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の
世
界

に
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

サ
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の
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う
に
大
き
く
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た
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イ
ワ
ナ
は
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に
暮
ら

す
オ
ジ
ロ
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シ
や
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

な
ど
魚
食
の
猛
き
ん
類
か
ら
す
る

と
、
ま
さ
に
秋
の
恵
み
。
幾
度
と

な
く
川
に
飛
び
込
み
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ

ナ
を
捕
ら
え
て
い
き
ま
す
。

さ
あ
10
月
の
終
わ
り
に
は
初
雪

が
舞
う
で
し
ょ
う
。

　

冬
は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
。
寒
さ
に
負
け
な
い
身か

ら
だ体
を
今

の
う
ち
に
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

人
間
も
野
生
動
物
も
同
じ
よ
う
に
。

秋
の
恵
み

〜 

然
別
湖
の
住
人
も　
　
　

 

『
食
欲
の
秋
』 

〜

風穴へ食料を運ぶナキウサギ

木の実を頬ばるエゾシマリス

遡上するオショロコマ（ミヤベイワナ）


